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１ ． 概 要 説 明

本 ト ラ ン ス デ ュ ー サ は 、 各 種 電 気 量 を 直 流 信 号 に 変 換 す る 装 置 で す 。

収 納 ケ ー ス は 、 小 型 化 を は か る と と も に 変 換 素 子 は 新 た に 開 発 し た

実 効 値 演 算 ICを 採 用 し 高 精 度 ・ 高 信 頼 性 を 実 現 し ま し た 。

又 補 助 電 源 は 、 交 流 ／ 直 流 及 び 100V/2 00Vを 問 わ な い フ リ ー 電 源 を

採 用 し ま し た 。

２ ． 共 通 仕 様

参 照規格 ＪＩ Ｓ－Ｃ １１１ １：１９８９ AC-DCﾄﾗﾝｽﾃﾞｭｰｻ

許容差 出力 ｽﾊﾟﾝに対する％

温度の 影響 周囲 温度 23± 20℃変 化 許容 差以内

自 己加熱の影 響 許容 差以内

周波数 の影響 50/60Hzの± 5％に対 し 許容差の 1/2以内

外 部磁界の影 響 400A/mの外部磁界で の値 許 容差以内

補 助電源の影 響 補助 電源電圧全範囲 変化での値 許容差の 1/2以内

出 力負荷の影 響 定格 出力負荷範囲の 全域変化での値 許容差 の 1/2以内

波 形の影響 基本 波の 20%第三高調波を含 む入力 許容差以内

（ 792A,792V,792W,792WV,792Fに適応しま す）

出力リ ップル 1％ P-P以下

応 答時間 0.5秒以内 (792A,792V,792W及び 792WV),

１ 秒以内 (792SP,792P及び 792F)

連 続過負荷 定格 入力の 1.2倍

瞬 時過負荷 定格 電流の 10倍 (16秒間 ),20倍 (4秒間 ),40倍 (1秒間 )

過 電圧強度 入力 信号 定格入力の 2倍 10秒 1.2倍 連続

絶 縁抵抗 DC500Vﾒｶﾞｰ 50MΩ 以上

電気回路一括～ ｱｰｽ端子 間

入力端子一括～ 出力端子一括間

補助電源端子一 括～入出力端子 一括間

耐 電圧 AC2000V 一 分間 上記端子間

雷イ ンパル ス 電圧 波形 1.2/50μ s 全波電圧 ± 6kV

電気回路一括～ ｱｰｽ端子間／入力端子一括～出力端子一括間

電流 波形 ± 8/20μ ｓ 2000A 出力端子間

衝 撃 490m/S 2の衝 撃を取付面を含む 互いに直角に３ 軸、

各正 逆方向に各 3回、計 18回 加える （ ﾈｼﾞ取付に て）

振動 振動 数 16.7Hz、振幅 4㎜の振 動を、取付面 を含む互いに

直角 な 3軸方 向にそれぞれ 1時間、計 3時間 加えて試験

使用温 湿度範囲 -10℃～ 55℃ ， 30～ 85%RH

保 存温度範囲 -10℃～ 70℃

補 助電源 Ａ Ｃ８５ ～２ ６４ Ｖ／Ｄ Ｃ８ ５～１ ４３ Ｖ
Ｄ Ｃ２０ Ｖ～ ３０ Ｖ，Ｄ Ｃ４ ０Ｖ～ ６０ Ｖ
Ｄ Ｃ１７ ０Ｖ ～２ ８６Ｖ より 指定

構造 自立 M4ﾈｼﾞ又 は DINﾚｰﾙ取付， M4ﾈｼﾞ端 子

ケ ース 難燃 V-0黒色 ABS樹脂 ｹｰｽ， ｶﾞﾗｽ入端子台，

端子 ｶﾊﾞｰ ﾎﾟﾘｶｰﾎﾞﾈｲﾄ

製品 重量 792A及び 792V： 約 200g／ 792W,792WV,792SP,792P及 び 792F：約 300g

Ｉ－０２００５
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３ ． 安 全 に ご 使 用 い た だ く め に

ご 使 用 前 に 必 ず 本 取 扱 説 明 書 を 良 く お 読 み 下 さ い 。

３ － １ 設 置 環 境

① 直 射 日 光 や 高 温 に な る 場 所 の 設 置 は 、 避 け て 下 さ い 。

② 腐 食 性 ｶﾞｽの 発 生 や 水 滴 が か か る 場 所 で の ご 使 用 は 避 け て 下 さ い 。

③ 強 い 振 動 や 衝 撃 の 加 わ る 場 所 で の 設 置 は 、 避 け て 下 さ い 。

３ － ２ 設 置 方 法

① 端 子 台 へ の 入 線 は 、 M4ﾈｼﾞ用 圧 着 端 子 に て 確 実 に 締 め 付 け て 下 さ い 。

② 感 電 防 止 の た め に 端 子 ｶﾊﾞｰを 必 ず 取 り 付 け て ご 使 用 下 さ い 。

③ DINﾚｰﾙで の 取 付 は ﾚｰﾙに ｶﾁｯと は め 込 み を 確 認 し て 下 さ い 。

④ 装 置 を ﾈｼﾞ取 付 で 使 用 す る 場 合 は 、

付 属 の 取 付 ﾌﾞﾛﾂｸを 差 し 込 ん で

M4ﾈｼﾞ２ 本 で 確 実 に 取 り 付 け て 下 さ い 。

３ － ３ 結 線

① 測 定 用 VT及 び CTの 二 次 側 の

片 側 は 安 全 の た め 接 地 下 さ い 。

※ 低 圧 回 路 の 場 合 、 不 要 で す

ま た 、 専 用 ｸﾗﾝﾌﾟC Tの 場 合

に は 、 接 地 し な い で 下 さ い 。

② 出 力 信 号 の 配 線 は 、 ２ 芯 ﾂｲｽﾄ

ﾍ ﾟｱｼｰ ﾙﾄﾞ線 に て 配 線 し ﾉｲｽﾞ等 に

対 策 し て 下 さ い 。

③ ｱｰｽ端 子 は 、 安 全 上 必 ず 接 地 し

て 下 さ い 。

④ 本 装 置 へ の 入 線 ｹｰﾌﾞﾙは 、 他 の

ﾉｲｽﾞの 乗 っ た 電 線 と 分 離 配 線

下 さ い 。 上 記 は 、 ７ ９ ２ Ａ の 場 合 を 表 し ま す

⑤ 電 力 ， 無 効 電 力 や 力 率 変 換 器

入 力 信 号 の 結 線 は 、 相 順 や 極 性

を 結 線 図 で 確 認 し て 接 続 し て

下 さ い 。

１ ２

Ｓ２Ｓ１

Ｋ

ｋ

Ｌ

ç

CT

Ａ＋
Ｂ－

出力

補助電源へ

１

２
負荷側

アース

２芯ｼｰﾙﾄﾞ線

アース

接続例

Ｅ

取付ブロッ ク

差し込む

本
体
ケ
ー
ス
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３ － ４ 出 力 信 号 に つ い て

① 負 荷 抵 抗 は 、 600Ω 以 下 で 使 用 し 容 量 性 負 荷 は 避 け て 下 さ い 。

（ Ｄ Ｃ ４ ～ ２ ０ ｍ Ａ 出 力 仕 様 の 場 合 ）

② 過 大 入 力 に 対 し て

出 力 信 号 は 、 最 大 約 ３ ０ ｍ Ａ 又 は １ ８ Ｖ 程 度 印 加 さ れ ま す 。

３ － ５ 補 助 電 源 に つ い て

① 本 装 置 の 電 源 装 置 は 、 ｽｲｯ ﾁﾝｸﾞ電 源 を 採 用 し て い ま す 。

② 補 助 電 源 は 、 十 分 余 裕 の あ る 電 源 に 接 続 下 さ い 。

（各変換器の消費ＶＡの合計×２倍以上の電源容量を準備下さい）

③ 特 に 測 定 用 VTか ら 電 源 を と る 場 合 に は 、 VTの VAに 考 慮 し て 選 定

し て 下 さ い 。

例 え ば 、 電 流 又 は 電 圧 変 換 器 ５ 台 の 場 合 必 要 電 源 容 量 は 、

２ Ｖ Ａ × ５ 台 × ２ 倍 ＝ ２ ０ Ｖ Ａ

④ 電 源 投 入 時 突 入 電 流 が 流 れ ま す 。 Ａ Ｃ １ ０ ０ Ｖ 電 源 の 場 合 、

１ 台 当 た り 約 ３ ０ ０ ｍ Ａ ／ ５ ｍ Ｓ 程 度 流 れ ま す 。

外 部 に ﾋｭｰｽ ﾞ又 は NFBを 電 源 ﾗｲﾝに 接 続 す る 場 合 、 遅 延 形 の

採 用 や 遮 断 容 量 に 注 意 し て 下 さ い 。

⑤ 内 部 に は 、 電 源 遮 断 用 の ﾋｭｰｽﾞを 取 り 付 い て い ま す 。

４ ． 入 力 と 出 力 の 関 係

入 出 力 の 関 係 は 、 装 置 貼 り 付 け の 定 格 銘 板 に 表 記 さ れ て い ま す 。

下 表 は 、 標 準 的 な 各 種 入 力 値 に 対 す る 出 力 値 と の 関 係 を 表 し ま す 。

電力

1kW

0.5kW

0kW

４ｍＡ １２ｍＡ ２０ｍＡ

１Ｖ ３Ｖ ５Ｖ

出力値

電流

5A

2.5A

0A

電圧

150V

75V

0V

［単極性仕様の場合］

０Ｖ ２．５Ｖ ５Ｖ

入力値

電力

+1kW

0kW

-1kW

４ｍＡ １２ｍＡ ２０ｍＡ

１Ｖ ３Ｖ ５Ｖ

－５Ｖ ０Ｖ ＋５Ｖ

出力値

無効電力

+1kvar

0kvar

-1kvar

力率

Lag 0.5

１

Lead 0.5

位相角

Lag60度

０度

Lead60度

［両極性仕様の場合］

入力値
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５ ． ブ ロ ッ ク 図

変 換 素 子 は 、 専 用 Σ -Δ 形 実 効 値 演 算 Ｉ Ｃ を 採 用 し 、 又 電 源 は ｽｲｯﾁﾝｸﾞ電 源 を

採 用 し 小 型 化 を 実 現 し て い ま す 。

ｱｰｽ端 子 に は 、 電 源 回 路 よ り 1000pF， 出 力 回 路 よ り 470pFの ｺﾝﾃ ﾞﾝｻを 接 続

し て い ま す 。

６ ． 外 形 寸 法 図

６ － １ ７ ９ ２ Ａ ， ７ ９ ２ Ｖ の 場 合

１ ２

４３

Ｓ

Ｚ

５ ６

７

25 128

135
透明端子ｶﾊﾞｰ

ｽﾊﾟﾝ調整
ﾎﾞﾘｭｰﾑ

ｾﾞﾛ調整
ﾎﾞﾘｭｰﾑ

Ｍ４端子ﾈｼ

（ＤＩＮﾚｰﾙ取付時寸法）

ﾚｰﾙ押え板

取付ﾌﾞﾛｯｸ

Ｋ ｋ

Ｌ ç

CT

１ ２

負荷側

ΣΔ実効値
演算 IC

C.T

補助電源

アース

交流電流ﾄﾗﾝｽﾃﾞｭｰｻ ﾌﾞﾛｯｸ図

SW

SPAN

ZERO

出力

Ｒ
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６ － ２ ７ ９ ２ Ｗ ， ７ ９ ２ Ｗ Ｖ ， ７ ９ ２ Ｓ Ｐ ， ７ ９ ２ Ｐ ， ７ ９ ２ Ｆ の 場 合

７ ． 取 付 ピ ッ チ

装 置 を 連 な っ て 使 用 す る 場 合 に は 、 下 図 の 取 り 付 け ピ ッ チ で 加 工 し て 下 さ い 。

２ ３

９

Ｓ Ｚ

１４

１２

128

135
透明端子ｶﾊﾞｰ

Ｍ４端子ﾈｼ

（ＤＩＮﾚｰﾙ取付時寸法）

ﾚｰﾙ押え板

取付ﾌﾞﾛｯｸ

１１１０ １３

７ ８

６５

４１

56

ｾﾞﾛ調整
ﾎﾞﾘｭｰﾑ

ｽﾊﾟﾝ調整
ﾎﾞﾘｭｰﾑ

１ ２

４３

Ｓ

Ｚ

５ ６

７

１ ２

４３

Ｓ

Ｚ

５ ６

７

２ ３

９

Ｓ Ｚ

１４

１２１１１０ １３

７ ８

６５

４１ ２ ３

９

Ｓ Ｚ

１４

１２１１１０ １３

７ ８

６５

４１

Ｍ４ﾈｼﾞ取付

25 56
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８ ． メ ン テ ナ ン ス

本 製 品 は 、 ﾒﾝﾃﾅﾝｽﾌ ﾘｰで す が ﾄﾗﾌﾞ ﾙ等 で 点 検 す る 場 合 に は 下 記 の 要 領 に て

行 っ て 下 さ い 。

８ － １ 出 力 値 の 校 正

① 調 整 前 の 準 備

・ ｾﾞﾛと ｽﾊﾟﾝ調 整 ﾎﾞﾘｭｰ ﾑは 、 装 置 上 面 に 取 り 付 け ら

れ て い ま す 。

・ ﾎﾞﾘｭ ｰﾑｷｬｯ ﾌﾟを 取 り 小 型 の ﾌﾟﾗｽﾄﾞﾗ ｲﾊﾞで 回 し ま す 。

・ 電 源 投 入 後 、 15分 以 上 後 に 調 整 す る 。

・ 出 力 値 を 正 確 に 読 み と れ る 測 定 器 を 接 続 す る 。

・ 時 計 方 向 に 回 し ま す と 出 力 値 が 大 き く な り ま す 。

・ 調 整 量 は 、 約 ± ３ ～ ５ ％ 調 整 可 能 で す 。

② ｾﾞﾛ調 整

・ 入 力 値 を ｾﾞﾛに て 出 力 値 が ｾﾞﾛに 相 当 す る 値 に な る

様 に ｾﾞﾛ調 整 ﾎﾞﾘｭｰﾑを 回 し ま す 。

例 え ば 、 出 力 が DC4～ 20mAﾀｲﾌ ﾟの 場 合 、 4.0 0mA

に 調 整 し ま す 。

［ 電 流 /電 圧 ﾄﾗﾝｽﾃ ﾞｭｰｻの 場 合 ］

③ ｽﾊﾟ ﾝ調 整

・ 定 格 （ ｽﾊﾟﾝ） 値 を 入 力 し 出 力 値 を 確 認 し ｽﾊﾟ ﾝ値 に な る 様 に

「 SPAN」 調 整 ﾎﾞﾘ ｭｳﾑを 回 し ま す 。

例 え ば 、 出 力 が DC4～ 20m Aﾀｲﾌﾟの 場 合 、 20.0 0mAに 調 整 し ま す 。

８ － ２ 正 常 動 作 し な い 時 の 点 検 （ 出 力 が DC4～ 20mAﾀ ｲﾌﾟを 想 定 ）

① 出 力 が で な い （ 0mA）

・ 電 源 や 出 力 端 子 ﾈｼﾞの 緩 み を ﾁｪｯｸす る 。

・ 電 源 端 子 で 電 源 電 圧 を 回 路 ﾃｽﾀ等 で 確 認 す る 。

・ 一 度 補 助 電 源 を 断 に し 再 度 ONに し 復 旧 す る か 確 認 す る 。

・ 内 部 の ﾋｭｰｽﾞの 断 線 （ ﾒｰｶへ 返 却 し て 下 さ い ）

② 出 力 が で な い （ 4mA）

・ 入 力 端 子 ﾈｼﾞの 緩 み を ﾁｪｯｸす る 。

・ 入 力 値 を 別 の 測 定 器 で 確 認 す る 。

・ 出 力 ｹｰﾌﾞ ﾙの ＋ と － 電 線 が ｼｮｰﾄし て い な い か ﾁｪｯｸす る 。

③ 出 力 が 正 常 値 で な い

・ 入 力 端 子 へ の 配 線 を 確 認 す る 。

・ 電 力 や 力 率 変 換 器 の 場 合 に は V.Tや C.Tの 取 り 付 け 位 置 や 極 性 を

結 線 図 で 確 認 す る 。

・ ｾﾞﾛや ｽﾊﾟﾝ調 整 が ず れ て い る 。

１１ ２

３ ４３ ４

５ ６

７

Ｓ

Ｚ

スパン調整
ボリューム

ゼロ調整
ボリューム
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・ 過 度 の ﾉｲｽﾞや 誘 導 電 波 等 が 印 加 さ れ て い な い か 確 認 す る 。

④ 装 置 が 周 囲 よ り 異 常 に 加 熱 （ 正 常 時 温 度 上 昇 約 15℃ ）

・ 直 ち に 電 源 を 切 り 使 用 し な い で ﾒｰｶへ 返 却 し て 下 さ い 。

９ ． 保 証

納 入 後 一 カ 年 以 内 に 明 ら か に 製 造 者 の 責 任 と 認 め ら れ る 不 具 合 に つ い て は 、

無 償 で 修 理 ま た は 取 り 替 え い た し ま す 。

又 、 こ こ で 言 う 保 証 と は 、 納 入 品 単 体 の 保 証 を 意 味 し 、 納 入 品 の 故 障 に よ り

誘 発 さ れ る 損 害 に 対 し て は ご 容 赦 願 い ま す 。
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